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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両シートであって、
　シート部材（３）と、
　背もたれ軸（Ｌ）を中心に旋回させることができるように前記シート部材（３）に取り
付けられた背もたれ（４）と、
　車両シート（１）の前後方向のシートポジションを調節するために前記シート部材（３
）上に設けられたシートレール（９）と、
　前記シートレール（９）のロックを解除するために前記シート部材（３）に旋回可能に
支持されたコントロールレバー（３０）と、
　前記コントロールレバー（３０）に作用するために前記背もたれに固定されたロック解
除カム（４０）と
を有し、
　前記コントロールレバー（３０）は、前記ロック解除カム（４０）が前記背もたれ（４
）の旋回時に間隔をあけて前記コントロールレバー（３０）を通過する非作動状態と、前
記ロック解除カム（４０）が前記背もたれ（４）の旋回時に前記コントロールレバー（３
０）に当接して前記コントロールレバー（３０）に作用する作動状態とを有し、
　前記コントロールレバー（３０）は、その作動により前記コントロールレバー（３０）
が前記非作動状態から前記作動状態へと移動させられる第１コントロールアーム（３１）
と、前記作動状態において前記ロック解除カム（４０）の旋回範囲内に突出する第２コン
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トロールアーム（３２）とを有し、
　前記背もたれ（４）は２つの取付具（１０）を用いて又は１つの取付具（１０）と接続
部とを用いて前記シート部材（３）に旋回可能に取り付けられ、設けられた前記取付具（
１０）は、前記背もたれ軸（Ｌ）を中心に回転させることができるロック解除シャフト（
１５）を用いてロックを解除することができ、
　第１作動要素（５）が設けられ、前記第１作動要素（５）の作動が前記ロック解除シャ
フト（１５）を回転させる取付具レバー（１８）に作用する、車両シート。
【請求項２】
　前記第１作動要素（５）を作動させたとき、前記コントロールレバー（３０）は非作動
状態のままである、請求項１に記載の車両シート。
【請求項３】
　前記コントロールレバー（３０）は初期位置において及び前記背もたれ（４）の傾きを
調節するときは非作動状態にあり、前記背もたれ（４）の旋回解放動作時に作動状態にあ
る、請求項１又は２に記載の車両シート。
【請求項４】
　レバーユニット（２０）が前記シート部材（３）に旋回可能に支持され且つ出力アーム
（２０ｄ）を有し、前記出力アーム（２０ｄ）は、前記レバーユニット（２０）を初期位
置から旋回させたとき、前記コントロールレバー（３０）を前記非作動状態から前記作動
状態へと移動させる、請求項１から３のいずれか１項に記載の車両シート。
【請求項５】
　前記レバーユニット（２０）は第１駆動アーム（２０ａ）を有し、前記レバーユニット
（２０）は、初期位置からの旋回時に前記第１駆動アーム（２０ａ）を用いて前記取付具
レバー（１８）に作用する、請求項４に記載の車両シート。
【請求項６】
　前記レバーユニット（２０）は第２駆動アーム（２０ｃ）を有し、第２作動要素（８）
が、前記第２作動要素（８）を作動したときに前記レバーユニット（２０）を旋回させる
ように、前記第２駆動アーム（２０ｃ）に動作的に接続される、請求項５に記載の車両シ
ート。
【請求項７】
　第３作動要素（２３）が設けられ、前記第３作動要素（２３）は、前記第３作動要素（
２３）を作動したときに前記レバーユニット（２０）を旋回させるように、前記第１駆動
アーム（２０ａ）又は前記第２駆動アーム（２０ｃ）に動作的に接続される、請求項６に
記載の車両シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前提部分の特徴を有する車両シート、特に自動車シートに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、冒頭で述べたタイプの車両シートが開示されている。その背もたれを
使用位置から前方に旋回させると、背もたれに固定されたロック解除カムは必ずシートレ
ールのロックを解除するコントロールレバーに作用する。非使用位置に到達したとき、ロ
ック解除カムは、シートレールが再びロックするように、再びコントロールレバーを解放
する。
【０００３】
　特許文献２には、シート、特に自動車シートの背もたれ用の旋回解放装置を有する傾斜
調節金具であって、背もたれに固定された調節可能な取付部材がシート部材に固定された
取付部材に調節固定装置を介して接続され、ロック固定装置が所望のシート傾斜に応じて
調節シャフトを用いて調節することができるプレートを備える傾斜調節金具が記載されて
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いる。旋回解放装置を形成するために、このプレートは、その外周にロック用爪に係合す
る歯セグメントを有し、歯セグメントは、背もたれに固定された取付部材に支持され且つ
コントロールレバーと係合し、コントロールレバーは、解放方向に作動され且つロック方
向にそれ自身を戻すことができる。２ドア乗用車の後部へのスムーズなアクセスを可能に
するために、シートの旋回解放及び前方移動のためのコンパクトな装置を形成するように
、コントロールレバーは爪レバーに連結され、爪レバーは、背もたれに固定された取付部
材が調節可能なプレートに支持される作動レバー上でロック解除の方向の旋回によって解
放されると、シート部材と車両底面との間に配置された前後位置調節装置と係合する。
【０００４】
　特許文献３には、特に電動の背もたれ傾斜調節によって傾斜を調節可能な背もたれであ
って、前後調節可能な車両シートが前方位置に配置され、旋回され且つ解放された背もた
れが前方に旋回される「イージーエントリー位置」を取ることができる背もたれと、旋回
解放のために背もたれのロックを解除する背もたれロック解除機構と、車両シートの前後
位置を調節するレールロック解除機構と、「イージーエントリー位置」を取るために背も
たれロック解除機構とレールロック解除機構の作動を連結する連結装置とを有し、連結装
置の一部が、軸を中心に旋回させることができるように配置されたレバーを有する爪装置
であり、レバーはそれらの位置を互いに対して変えることができる２つの領域により形成
される車両シートが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第６６４１２１８号明細書
【特許文献２】独国特許出願公開第１９７１５７６４号明細書
【特許文献３】独国特許第１０２００８０６１０３７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、冒頭で述べたタイプの車両シートにより高い機能性を提供することで
ある。この目的は、請求項１の特徴を有する車両シートにより本発明に従って達成される
。従属請求項は有利な実施形態に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　コントロールレバーの２つの状態は、背もたれを前方に旋回させたときにシートレール
のロックが解除されるか否かを決定する。したがって、コントロールレバーの状態の選択
により、２つの機能間で決定が行われる。コントロールレバーを作動状態から非作動状態
へ移動させるために、好ましくは、それに応じてコントロールレバーに作用することがで
きるレバーユニットが設けられる。好ましくは、レバーユニットは同様に、１つの又は任
意でより多くの作動要素によって移動される。また、それによって背もたれをシート部材
に取り付ける取付具のロック解除機構に対する連結が存在する。取付具を車両シートの一
方の側のみに設けることが意図される場合、背もたれ軸を中心に回転させることができる
接合部が、車両シートの他方の側でシート部材と背もたれとの間に取り付けられる。シー
トレールのロックを解除することなく背もたれを前方に旋回させるために、取り付け具は
、別個の作動要素を用いてロック解除される。互いに対して移動させることができる複数
のレバーの様々な動作及び連結は、好ましくは、対応する旋回範囲（すなわち、各レバー
の円扇形）が重なることによって実現され、すなわち、レバーの角度位置に応じて、レバ
ーは互いに接触し、歯付き装置の動作原理に従って互いに転動することができる。
【０００８】
　図面に示す実施形態を参照して、本発明を以下でより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１】車室内ぎ装のない実施形態の側面図である。
【図２】シート部材の後端部と背もたれの下端部の外観図である。
【図３】図２に関連する内部図である。
【図４】旋回解放動作のために取付具のロックを解除したときの図２の部分図である。
【図５】旋回解放動作のためにコントロールレバーを作動したときの図３に対応する図で
ある。
【図６】旋回解放動作中に背もたれを旋回させたときの図５に対応する図である。
【図７】旋回解放動作中にシートレールのロックを解除したときの図６に対応する図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　車両シート１、特に自動車の後部の、例えば、第２シート列用の自動車シートは、シー
ト部材３と、背もたれ旋回軸Ｌを中心にシート部材３に対して旋回させることができる背
もたれ４とを有する。自動車内部の車両シート１の配置及び従来の走行方向により、使用
される方向指示が定められる。第１作動要素５、例えば、ハンドレバー又はハンドルスト
ラップを作動させることによって、背もたれ４の傾斜を様々な使用位置の間でシート部材
３に対して調節することができる。第２作動要素８、例えば、ハンドルを作動させること
によって、背もたれ４を非使用位置、例えば、前方に旋回された背もたれ４が後部シート
列へのアクセスを容易にする旋回解放位置へと旋回させることができる。車両シート１の
前後方向のシートポジションは、シート部材３に設けられたシートレール９を用いて調節
することができる。好ましくは、シートレール９はまた、車両シート１を全体として前方
に押すことができるように、旋回解放動作中にロック解除される。
【００１１】
　背もたれ４の傾斜調節と旋回解放動作は、それを用いて背もたれ４をシート部材３に取
り付ける、取付具１０を用いて行われる。取付具１０は、背もたれ軸Ｌを中心に互いに対
して回転させることができる２つの取付部材を有する。２つの取付部材の一方は、シート
部材３のシートフレーム側部３ａに固定され、一方、他方の取付部材は、背もたれ４の構
造体に固定される。取付具１０は、例えば、独国実用新案出願公開第２０２００９０１６
９８９号明細書（その開示内容は参照により本明細書に明示的に含まれるものとする）に
記載されるように、この場合はキャッチ金具として構成される。このような取付具１０に
おいては、２つの取付部材を相互にロックすることができる。ロック解除は、背もたれ軸
Ｌと一直線上にあり且つ背もたれ軸Ｌを中心に回転させることができるロック解除シャフ
ト１５を用いて行われる。ロック解除シャフト１５は、車両シート両側で回転を固定して
（又は周方向に自由に移動させて）それぞれキャリアに係合し、キャリアは、中央に配置
され且つ取付具１０内に回転可能に支持され、その回転が取付具１０内でロックを開く。
第１作動要素５は、ロック解除シャフト１５に回転を固定して載置されるシングルアーム
取付具レバー１８に係合する。
【００１２】
　車両シートの一方の側では、レバーユニット２０が、背もたれ軸Ｌと平行にずらされた
回転軸を中心に回転可能であるように、シートフレーム側部３ａに支持される。レバーユ
ニット２０は、シートフレーム側部３ａの外側にある第１駆動アーム２０ａと、レバーユ
ニットの回転軸と一直線上にあり且つその上に第１駆動アーム２０ａが回転を固定して載
置され且つシートフレーム側部３ａの内側につながる連結シャフト２０ｂと、シートフレ
ーム側部３ａの内側に配置され且つ連結シャフト２０ｂ上に回転を固定して載置された第
２駆動アーム２０ｃと、第２駆動アーム２０ｃと一体に構成され且つ第２駆動アーム２０
ｃから９０°よりわずかに小さい角度で突出する出力アーム２０ｄとを有する。第３作動
要素２３（この例ではハンドルストラップ）が、第２駆動アーム２０ｃの自由端に固定さ
れる。第４作動要素２４（この例でハンドルストラップ）が、第１駆動アーム２０ａの自
由端に固定される。背もたれ４の上端に配置された第２作動要素８は、そのシースがシー
トフレーム側部３ａに支持されている背もたれケーブル２５、好ましくはボーデンケーブ
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ルを用いて、レバーユニット２０に動作的に接続される。好ましくは、背もたれケーブル
２５は、第３作動要素２３と共に第２駆動アーム２０ｃに固定される。必要に応じて、第
２作動要素８又は第３作動要素２３又は第４作動要素２４又はそれらのいくつかを省くこ
とができる。レバーユニット２０は、第１駆動アーム２０ａの旋回範囲（円扇形を画定す
る）が取付具レバー１８の旋回範囲（円扇形を定義する）と重なるように配置される。
【００１３】
　背もたれ軸Ｌと連結シャフト２０ｂと一直線上にあるレバーユニット２０の回転軸との
間のほぼ中央において、コントロールレバー３０が、車両シートの同じ側で背もたれ軸Ｌ
と平行にずらされた回転軸を中心に回転させることができるように、シートフレーム側部
３ａに支持される。２つのアームで構成されたコントロールレバー３０は、第１コントロ
ールアーム３１と、１２０°よりもわずかに大きい角度で第１コントロールアーム３１か
ら突出する第２コントロールアーム３２とを有する。そのシースがシートフレーム側部３
ａに支持されるレールケーブル３５、好ましくボーデンケーブルが、第１コントロールア
ーム３１に固定される。コントロールレバー３０は、それ自体既知の方法で、シートケー
ブル３５を用いてシートレール９のロック解除機構に動作的に接続される。コントロール
レバー３０は、第１コントロールアーム３１の旋回範囲（円扇形を画定する）が出力アー
ム２０ｄの旋回範囲（円扇形を画定する）と重なるように配置される。コントロールレバ
ー３０の非作動状態では、第２コントロールアーム３２は、取付具１０に対して実質的に
接線方向に向けられる。コントロールレバー３０の作動状態では、第２コントロールアー
ム３２は、背もたれ軸Ｌに対して実質的に半径方向に向けられる。
【００１４】
　車両シートの同じ側にはロック解除カム４０が設けられ、ロック解除カム４０は、背も
たれに固定され、すなわち、例えば、それ自体が背もたれ４に固定された取付具１０の取
付部材に固定されることにより、背もたれ４に確実に接続される。ロック解除カム４０は
、約６０°の角度にわたって周方向に延びている。背もたれ軸Ｌに対するロック解除カム
４０の半径方向の寸法は、その旋回範囲が第２コントロールアーム３２の旋回範囲と重な
るように選択される。コントロールレバー３０の作動状態では、第２コントロールアーム
３２はロック解除カム４０の旋回範囲内に突出する。背もたれ４の前方の旋回に関して、
ロック解除カム４０は先端及び後端を有する。
【００１５】
　上記構成要素の初期位置において、背もたれ４は、シートの使用に適している複数の可
能な使用位置のうちの１つにある（図１～３）。背もたれ４の傾斜調節は、第１作動要素
５の作動によって行われる。第１作動要素５が車両シート１のユーザによって手動で作用
されると、第１作動要素５は次いで取付具レバー１８に作用し、取付具レバー１８を旋回
させる。旋回する取付具レバー１８はロック解除シャフト１５を回転させ、ロック解除シ
ャフト１５は車両シート両側で取付具１０のロックを解除する。ここで、背もたれ４を別
の使用位置に旋回させることができる。第１作動要素５が解放されると、取付具１０が自
動的にロックし、それによってロック解除シャフト１５を取付具レバー１８とともに回転
させて初期位置に戻す。車両シートは、使用位置から、テーブル状の位置として構成され
且つ収納スペースを増大させるのに適した非使用位置へと移動させることができる。第１
作動要素５はその時も手動で作用され、それによって上述のように取付具１０のロックが
解除される。ここで、背もたれ４はシート部材３に載るまで前方に旋回させられる。背も
たれ４の背面側は、このテーブル状の位置ではほぼ水平に向けられる。背もたれ４を旋回
させる間、ロック解除カム４０は、非作動状態にあるコントロールレバー３０の第２コン
トロールアーム３２に対して間隔をあけた状態で通過する。
【００１６】
　車両シート１の後方に位置するシート列へのアクセスを容易にすることが意図される場
合、背もたれ４は旋回されて解放される（図４～７）。旋回解放動作を作動させるのに、
ユーザは、複数の作動の可能性がある。ユーザは、背もたれ４の上端にある第２作動要素
８、又はシート部材３に対する遷移領域で前方に突出する第３作動要素２３、又はその位
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置で後方に突出する第４作動要素２４に手動で作用することができる。最後の要素は、車
両シート１の後方に位置するシート列の乗員のために設けられる。作用された作動要素８
、２３又は２４は、レバーユニット２０を旋回させる。一方で、旋回するレバーユニット
２０の第１駆動アーム２０ａが取付具レバー１８に作用し、それによって取付具１０のロ
ックが解除される（図４）。他方で、旋回するレバーユニット２０の出力アーム２０ｄが
コントロールレバー３０に作用し、コントロールレバー３０が非作動状態から作動状態に
変わり、すなわち、作動される（図５）。レールケーブル３５は引っ張られるが、シート
レール９はまだロック解除されない。背もたれ４を前方に旋回させると、ロック解除カム
４０が移動し、その先端が作動されたコントロールレバー３０、すなわち、第２コントロ
ールアーム３２に当接する（図６）。背もたれ４を更に旋回させると、ロック解除カム４
０がコントロールレバー３０に作用し、それによってコントロールレバー３０はレールケ
ーブル３５がシートレール９のロックを解除する程度に旋回させられる（図７）。ここで
、車両シート１は全体として移動させることができる。
【００１７】
　ロック解除カム４０の後端は、構成に応じてコントロールレバー３０を通過してもしな
くてもよい。ロック解除カム４０の後端が通過できる場合、レールケーブル３５への作用
はシートレール９がロックするのに不十分であり、シートレール９自体がレールケーブル
３５に作用する。コントロールレバー３０は、その結果、コントロールレバー３０が再び
レバーユニット２０に当接するまで後方に旋回する。作用された作動要素８、２３又は２
４がまだ保持されている場合、コントロールレバー３０は作動状態に戻る。作用された作
動要素８、２３又は２４が一時的に解放されると、コントロールレバー３０は非作動状態
に戻る。
【００１８】
　背もたれ４の後方への旋回のために、作動要素８、２３又は２４は、取付具１０（及び
シートレール９）のロックが解除されるように作用されなければならない。或いは、取付
具１０は、例えば、独国特許出願公開第１９９２８１４８号明細書（その開示内容は参照
により本明細書に明示的に含まれるものとする）に開示されるように、（内部）案内路を
用いてロック解除状態に保持される。背もたれ４を後方に旋回させると、ロック解除カム
４０は、コントロールレバー３０が再びレバーユニット２０に当接するがアクティブ状態
のままであるように、コントロールレバー３０から解放される。シートレール９は再びロ
ックされる。作用された作動要素８、２３又は２４が背もたれ４の所望の使用位置で解放
されると、レバーユニット２０はその初期位置に戻り、コントロールレバー３０は非作動
状態に戻る。
【００１９】
　上記の旋回によって背もたれ４を解放する可能性とは別に、ユーザは、第１作動要素５
に作用することにより、車両シート１を全体として移動させずに旋回解放する可能性があ
る。その場合、動作は背もたれ４の傾斜調節に相当する。
【符号の説明】
【００２０】
１　車両シート
３　シート部材
３ａ　シートフレーム側部
４　背もたれ
５　第１作動要素
８　第２作動要素
９　シートレール
１０　取付具
１５　ロック解除シャフト
１８　取付具レバー
２０　レバーユニット
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２０ａ　第１駆動アーム
２０ｂ　連結シャフト
２０ｃ　第２駆動アーム
２０ｄ　出力アーム
２３　第３作動要素
２４　第４作動要素
２５　背もたれケーブル
３０　コントロールレバー
３１　第１コントロールアーム
３２　第２コントロールアーム
３５　レールケーブル
４０　ロック解除カム
Ｌ　背もたれ軸

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】



(9) JP 5799166 B2 2015.10.21

10

フロントページの続き

(72)発明者  エムリッヒ、　オルガー
            ドイツ国　６６８８７　エルデスバッハ　フルールシュトラーセ　９

    審査官  小島　哲次

(56)参考文献  特開２００３－１８２４１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－０５２５２９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－１１５５７３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６０Ｎ　　　２／００－２／７２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

